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例

1 本書は、平成28年度に実施した、長野県上伊那郡箕輪町大宇中箕輪1,891番地他に所在する、丸山遺

跡の発掘調査報告書である。

2 遺跡の発掘調査及び整理作業等の記録保存業務は、箕輪町教育委員会が実施した。

3 本書の作成にあたり、作業分担を以下のとおり行った。

遺物の洗浄・注記・接合一市川和枝、川上文代、小林成美、白鳥弘子、根橋とし子、演彩織

遺物の実測・トレース・拓本一市川和枝、川上文代、白鳥弘子、白鳥航、根橋とし子、漬彩織、

井揮はずき

遺構図の整理・トレース・挿図作成・図版作成一井揮はずき

写真撮影ー柴秀毅、征矢進、征矢車巳、井揮はずき

4 本書の執筆・編集は、柴秀毅、井揮はず、きが行った。

5 調査現場の空中写真撮影は、開小林コンサルタントに委託した。

6 発掘箇所の記録は、世界測地系座標により位置を落とした。

7 出土遺物及び図面写真類と本書作成に関わる図版写真類は、すべて箕輪町教育委員会が管理し、箕

輪町郷土博物館に保管している。

8 調査及び本書の作成にあたり、下記の方々並びに機関にご指導ご協力をいただいた。記して感謝申

し上げる。

沢区／沢保育園／辰野町教育委員会／長野県教育委員会／長野県立歴史館／

明治大学黒耀石研究センター／会田進／阿部芳郎／大竹憲昭／小池孝／白沢勝彦／寺内隆夫／

福島永／藤山龍造（敬称略）

凡 例

1 挿図

・挿図の縮尺は、各図の下部に表記した（スケールを有するものも含む）。

－遺構実測図中におけるスクリーントーン及び記号による表示は、以下のものを表す0

・－土器 醸顕一石

－土器実測図中のスクリーントーン表示は、以下のものを表す。

一剥離部分・圃ー欠損部分

2 土器及び遺物観察

－土層及び土器の色調は、『新版標準土色帖』を用いて記してある。

－出土土器観察表の法量の単位はセンチメートル（cm）で、残存度はパーセントである。また、現

存する数値は「（ ) J、推測される数値は「＜ > J、計測不能は「－Jで表している。

－出土金属器と石器観察表重量の単位はグラム（g）で表している。法量は、現存する数値は「（ ) J 

で、計測不能は「－Jで表している。

－出土遺物の番号は、土器はカッコなし、石器はO、土製品は口で区別している。



序

箕輪町は伊那谷の北部にあり、豊かな自然に恵まれた、歴史と文化のある町です。先史の頃よりこの

地の生み出す自然の恵みを求めて人々が暮らし始め、各時代を生きた先人達の努力によって今日の町の

姿が築き上げられてきました。町内には、彼らが残した証である多くの遺跡が残されています。

今回調査対象となった丸山遺跡は、箕輪町北部の沢区のほぼ中央に位置し、天竜川右岸の段正突端部

に位置しています。周辺は西天竜用水路の開設によって水田地帯となりましたが、近年の人口増加も

あって、住宅地に変わりつつあります。

当該地では、バイパス建設工事等に伴い過去4回の調査が行われ、縄文時代及び奈良・平安時代の竪

穴住居祉を主体とする遺構と、それに伴う多くの遺物が出土し、それぞれの時代に集落形成がなされて

いた事がわかっています。特に、縄文時代の住居祉は24軒検出され、町内において同時代の指標となる

遺跡になっています。

今回、沢保育園が老朽化により新園舎を建設する事になり、これに伴い町教育委員会が工事に先行し

て発掘調査を実施しました。調査中には多くの方が見学に訪れ、遺跡の様子に触れていただいた事は大

変喜ばしい出来事でした。調査の成果につきましては、本書の各章にて詳細に記しであります。本書を

広く活用いただく事で、地域の歴史解明の一助となり、また、多方面の文化財保護に役立つ事を切に願

うものであります。

最後になりましたが、今回の調査の実施にあたり、多大なるご理解とご協力をいただ、きました沢保育

園の関係者の皆様をはじめ、地元沢区の皆様、ご指導いただきました先生方、そして暑い中をご尽力い

ただきました調査関係者の皆様方に、本書の刊行をもちまして心から感謝申し上げます。

箕輪町教育委員会
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第 1章発掘調査の概要

第1節 調査に至る経過

丸山遺跡は、箕輪町沢区に位置し、中央 ・南両アルプスの上昇に伴う地殻変動によって形成された段

丘上に所在する。遺跡地からの展望も良く、西方に中央アルプス、天竜川をはさんで東方には南アルプ

スが展望できる。遺跡地は天竜川右岸より一段高い段丘上に位置し、保育園や宅地が立ち並び、田畑な

どの耕作地も点在している。

丸山遺跡は国道153号バイパス建設工事等にあわせ、過去4回の発掘調査が行われ、縄文・平安時代

を主体とした遺構 ・遺物が出土している。

今回、沢保育園の園舎老朽化により、新園舎建設工事が具体化し、平成26年10月に町こども未来課よ

り連絡を受け、建設予定地が本遺跡包蔵地にあたることから、埋蔵文化財の保護に関して協議を重ね、

平成27年10月、用地内の遺構の有無を確認するため、試掘調査を実施した（第4図・l～6トレンチ）。

その結果、用地内の北東部において遺構と遺物が確認されたため、再度二者による協議を行い、遺構が

残存する北東部は全面発掘調査を行うこと。また、試掘調査が実施できなかった箇所にはトレンチを設

定して（第4図・7～14トレンチ）遺構の有無を確認し、記録保存を行うこととなった。なお、業務は

町教育委員会（文化スポーツ課）が実施した。

第 1図調査地位置図 (1・：50,000)
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第2節調査概要と体制

1 遺跡名 丸まるや山ま遺跡

2 所在地 長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪1891番地他8筆

3 事業期間 平成28年4月27日～平成29年3月22日

4 事務局

教 τ問担 長 唐津義雄

文化スポーツ課長 唐津勝浩

文化財係長 柴秀毅（箕輪町郷土博物館学芸員）

非常勤職員 井津はずき（ II 学芸員）

非常勤職員 宮下美鈴（ II 

非常勤職員 白鳥弘子（ II 

5 調査団

調査団長 唐津義雄

調査副団長 唐津勝浩

調査担当者 柴秀毅、井揮はずき

調査団員 有賀多恵子、市川和枝、今関貞夫、大串進、大槻敏子、岡文行、唐津栄治、

唐津清光、川合佐一、川上文代、白鳥航、根橋とし子、漬彩織、堀川利平、

松崎仲子、吉江夏樹（※50音順）

第3節調査の経過

4月27日

5月10日

11、12日

13～18日

19～23日

24～31日

6月1日

3日

7日

8日

14日

15日

22～24日

29日

調査地の西南にある駐車場の立会調査。

トレンチ設定。安全対策のバリケード設置。

調査用重機（パックホー）を搬入し、北東部の表土除去と7-10トレンチ掘り下げ。

遺構確認作業。 l、2号住居祉、土坑l～4、ピット l検出。

l号住居吐、土坑l～4、ピット l掘り下げ。写真撮影・測量。土坑5～9検出。

土坑5～9、7-10トレンチ写真撮影・測量。土坑10～13、ピット2～4検出、写真撮影等。

中学生職場体験、 2号住居牡の掘り下げ。

調査区北東部及び7-10トレンチ全体測量。

午前沢保育園年長組、午後箕輪北小学校3年生見学及び発掘体験。

午前箕輪北小学校6年生見学及び発掘体験。 2号住居牡掘り下げ。

午前箕輪北小学校4年生見学及び発掘体験。 2号住居牡写真撮影。

2号住居杜測量。

11-14トレンチ設定、重機による掘り下げ、写真撮影、測量。

ドローンによる空中写真撮影。

6月30日、 7月l日 重機による埋め戻し。

8日 コンテナハウスの搬出。現場での調査終了。

円ノ
U



次に、箕輪町のもう一つの特徴的な地形景観である段丘に目を向けると、竜西地区では、天竜川より

2ないし3列からなる階段状の崖として確認できる。伊那谷各地でみられるこの段丘崖は、以前は天竜

川が形成した河岸段丘と考えられていたが、現在では活断層の活断運動によって造りだされた断層崖と

いうととが各地で確認されている。箕輪町でも、局地的な地質調査が進めば、この段丘がどのように形

成されたかがわかるであろう。一方竜東地区では、唯一沢川の造りだした扇状地の南側だけが平坦な地

形である。他の地域は山が近いせいもあり、変化に富んだ地形を造りあげているo 特に最南端の福与地

区では、天竜川に流れ込む中小河川が小規模な扇状地を掘り込んだ結果、丘陵地形が配列し、地形変化

を更に複雑にしている。しかしながら、現在では構造改善が進み、そうした地形の複雑な変化は古い写

真や地図で確認できるだけという場合が多く、元の地形を推測するのは難しくなってきている。地形と

同じように、竜東と竜西では地質の面においても対照的で基盤岩の質も異なる。竜東側では基盤岩を

覆っている被覆層は、比較的浅く断片的であるため、支流の川沿いには基盤岩が広く露出し、天竜川ま

で続いている。竜西側では、竜東に比べ被覆層が厚いため基盤岩の露出は少ない。また、御岳テフラの

終息期以降も各支流より擦の押し出しが続き、後氷期の黒ボク土までを含む土壌と砂擦が混合して、扇

状地の地形が続いたとされる。

今後箕輪町においても、遺跡が立地する環境を理解するために、更に詳しい地質調査が必要となるで

あろう。

第2節周辺の歴史的環境

箕輪町は、東西の複合扇状地を流れる中小河川や段丘下の湧水など水源に恵まれており、先史より人

が暮らしやすい好的な場が多い。町内には、先人たちが残した足跡ともいうべき多くの遺跡が残されて

おり、平成6～8年度に実施した箕輪町遺跡詳細分布調査では、包蔵地182箇所、古墳27基、城跡13箇

所を確認し、上伊那郡下においても屈指の遺跡地帯といえる。

今回調査対象となった本遺跡を含む天竜川右岸には、河岸段丘の突端部にみられる遺跡と、桑沢川や

深沢川！などの天竜川に注ぐ小河川の両岸に存在する遺跡が分布している。かつてこの扇状地は濯概用水

に恵まれず、山林・原野が多く川沿いの一部にしか耕作地がなかったが、大正から昭和にかけて西天竜

幹線水路が建設され、それに伴い大規模な農地構造改革が行われた。このような開発により、扇状地や

段丘突端部に位置する遺跡は上部を削平され、一部で破壊されているものもあると思われる。

段正突端部に位置する丸山遺跡（10）では、これまでに縄文・平安時代の住居杜が確認されている。

本遺跡と洞を隔てた北には蕗原神社上遺跡（9）があるが、桑沢川沿いにもかかわらず、遺跡分布調査

では遺物等がほとんど確認できなかった。段丘下には宮通遺跡（14）、町屋遺跡（15）、熊野遺跡（16)

等があり、遺跡分布調査では主に縄文時代と平安時代の遺物が見つかっている。さらに本遺跡の西南に

は中道遺跡（21）がある。中央道建設に伴う発掘調査により、縄文時代から平安時代にかけての複合遺

跡である事が確認され、町教育委員会の調査でも、縄文時代の土坑や古墳時代から奈良時代にかけての

遺構・遺物が見つかった。特に古墳・奈良時代の遺物は多く、東山道との関係も推察される。

-4一



第2図周辺遺跡分布図（ 1 : 12,500) 

遺跡
遺跡名 所在地

時 イt
立 地 地目

番号 ｜日 縄 弥 古 奈 平 中 近
備 考

10 丸山 j尺 。 。。 段丘突端 宅地・畑・回 調ー平元・ 5・12年

7 長田東 II 。 。 扇央 宅地・畑・回

8 十蔵坊 ’j 。 扇央 宅地 ・閏

9 E存原神社上 II 。 段丘突端 宅地・ 閏

11 古城 II 。 。。 段丘突端 宅地 ・畑 調平元年 城跡含む

13 若宮 II 。 。。 扇状地 宅地 ・畑

14 宮通 If 。 。 扇状地 宅地 ・畑

15 町屋 If 。 。 。。 扇状地 宅地 ・畑

16 熊野 If 。 扇状地 宅地・畑・回

17 稲荷山 沢～ 。 。 。 段丘突端 宅地 ・田
大出

18 大出 大出 。 。 。段丘突端 宅地 ・畑
21 中道 大出～ 。。 。。。。 扇央 宅地・畑・回 調ー昭48・63・平5・6・13・14年

八乙女

186 大夫塚古墳 大出 。 扇央 神社境内 現存

第 l表 周辺遺跡一覧表
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第3章調査結果

第1節調査方法

本調査に先立つて、事前に試掘調査を実施した。建設予定地の中で、駐車場や畑として利用している

箇所を除いた、東側と中央南側にトレンチ6本を設定し (1～6トレンチ）、大型重機により遺構確認

面直上まで表土を除去し、人力による遺構検出作業を進めた。その結果、調査区東側の中央～北にかけ

て遺物が多く見つかったため、その箇所は全面的な発掘調査を実施することとした。また、試掘調査が

できなかった箇所については、本発掘調査と同じタイミングでトレンチを設定し（7～14トレンチ）、

遺構の有無を確認する事にした。なお、発掘調査は、新園舎建設工事によって文化財が消滅する事が予

測される約2,800rriのうち、遺構が検出された約420rriを対象とした。

作業手順としては、まず大型重機により遺構確認層直上までの表土を除去し、続いて人力による遺構

検出作業を進め、検出した各遺構の掘り下げを行った。各遺構より出土した遺物は、各遺構の覆土中の

土器片については層位ごとに取り上げた。

測量による記録作業は、遺構平面図及び遺構から出土した遺物は、平板及び簡易遣り方測量にて 1: 

10、 1 : 20縮尺で作図し、土層断面も 1: 10、 1 : 20の縮尺で作図した。座標及び方位はトータルス

テーションを使用し、調査地全域を世界測地系の基準線を重ねて記録した。また、標高の基準点は、マ

ンホールの蓋に任意のベンチマークを設け、調査区南部の蓋をX (718.384m）、調査区西側の蓋をY

(719.705m）とした。写真による記録は、 一眼レフデジタルカメラ撮影と、 35mm一眼レフカメラによ

るカラーリバーサルフィルム撮影を行った。なお、本書に掲載した遺物写真は、 一眼レフデジタルカメ

ラにて撮影した。

第3図調査区設定図 (1・2,500)
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A 718.4m 

第2節土層堆積状況（第6図）

調査地は以前、水田として使用されていたため、表層に水田の耕土が堆積していた (I層）。その下

は酸化鉄を多く含む水田敷 (II層）、水田の造成土 cm層）、暗褐色の自然堆積土（町層）、遺物包含層
で、土器片や炭化物を多く含む暗褐色士（V層）、 V層と類似しているが遺物を含まない暗褐色土（VI層）、

自然堆積のオリーブ褐色土（漸移層 ・VII層）、黄褐色のローム（テフラ）層（VIII層）の8層に分けられ

た。遺構確認面はVII層で、 VJJI層まで掘り込まれる。各層の詳細は以下の通りである。

I層 10YR2/2 （黒褐色）水田の耕土。締り・粘性共に弱い。

E層 5YR2/3 （極赤褐色）水田敷。酸化鉄を多く含む。締りは強く粘性はやや強い。

E層 10YR2/3 （黒褐色）水田の造成土。ロームブロックを30%含む。締りは強く粘性はやや強い。

町層 10YR3/3 （暗褐色）ローム粒子を 1%含む。締り・粘性共にやや強い。

V層 lOYR 3/4 （暗褐色）遺物包含層。ローム粒子 1%、炭化物 1%、土器片を多く含む。締り ・粘

性共にやや強い。

VI層 lOY R 3 / 4 （暗褐色）ローム粒子10%含む。締り ・粘性共にやや強い。

刊層 2.5Y 4/ 3 （オリーブ褐色）漸移層。締り・粘性共にやや強い。

四層 2.5Y 5 / 6 （黄褐色）ローム（テフラ）層。締りはやや強く粘性は強い。
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No. 覆 土
締り

1 

1層 10YR4/2 （灰黄褐色）水田の耕土 司自
2 

2屑 2.5YR3/6 （陥赤褐色）水回数 酸化鉄含む 極強

3 
3屑 7.5YR3/2 （黒褐色）水回の造成土 極強

4 
4府 10YR3/4 (II昔褐色） ローム粒子20%含む 中

5 
5周 10YR4/3 （にぷい裁褐色）漸移屑 中

ローム50%以上含む
6 

7 
11宵 10YR2/2 （黒褐色） 水田の耕土 司君

2屑 5YR2/3 （極赤褐色）水回数酸化鉄含む 3主
8 
3層 10YR2/2 （黒褐色）水田の造成土 日虫

ロームブロック30%含む
9 

4居 10YR3/3 (I清褐色） ロームブロック1%含む

10 
5屑 2.5Y4/3 （オリーブ褐色）漸移庖 '" l層砕石（造成土）

11 2屑 10YR2/2 （黒褐色）ローム10%含む 日虫
3層 10YR5/6 （黄褐色）ローム照 中

1居砕石（造成土）

12 
2屑 10YR2/3 （黒褐色） ローム1%含む 中
3厨 10YR3/3 (II音褐色） 漸移層 ローム50%含む 中
4間 1 OYRS/6 (ji~褐色） ローム府 中

1屑 砕石（造成土）

13 
2周 10YR3/3 (II官褐色） i斬移周 ローム50%含む 中
3府 2.5Y4/3 （オリーブ褐色） ローム30%含む 強
4府 10YR5/6 （裁褐色）ローム屑 中

14 
l胞 砕石（造成土）
2府 10YR5/6 （貧褐色）ローム層 中

第2表 トレンチ土層一覧表

第3節遺構と遺物

1 竪穴住居祉

1号竪穴住居祉 （第9図）

粘性
出土遺物 備考

~~ 

中

中

中

強

剥片石器⑦

中

ヰ1

中

中

i:p 

日虫
中

中
中
中

強
深鉢3

強
中

中

位置 ：調査区東部、世界測地系Xニ ー7129.00、Y= 46857.00に位置する。 主軸方向 ：N-5° W。

規模 ・形状： 長軸5.65m、短軸4.0mを測り、楕円形を呈する。覆土 ：6分層され、全体的にローム粒子

が含まれていた。床面・壁 ：堅固な貼床がほぼ全域で確認された。壁残高はlOcm～15cm確認され、傾

斜は緩やかに立ち上がる。炉 ：炉は検出されなかった。また、床面に火焼状況を示す痕跡も確認できな

かった。柱穴 ：形状から判断すると、 P4が柱穴ではないかと思われる。その他の施設 ：その他土坑2

基とピット3基が検出された。これらのピットは、形や深さから判断して柱穴と区別した。北西岡角に

検出されたD2は、住居祉の壁に接しており、位置的に考えるとこの住居祉に伴わない土坑の可能性も

ある。遺物 ：出土は少なかったが、深鉢 (1）が出土した。隆帯で楕円形状に区画されており、その周

りを押引沈線が施されている。口縁部は円形の隆帯で施文する。縄文時代中期前葉のものと思われる。

また、石器では石匙①が出土した。各遺物の特徴は、観察表 （第4～7表）を参照されたい。 時期 ：縄

文時代中期と推測する。

- 11 
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締り粘性 - 飾り粘性
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中 中 呂田 10YR3/4（暗禍色〕 ロームを5克吉む 弱 中
強 中 6層 2.SYS/6（貨制色） ロームIll5!＜叩き臨められτいる極強 中

｜貝

D2 
D 717.6m D 

又」ぷゾ
締り粘性

1荊 IOYR2/3（黒柑色） ローム10%吉む 中 中
2府 2.5Y3/3 （暗オリープ禍色） 中 強
3悶 2.SYS6 （苗褐色） ローム厨 強 中
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¥ 11 --v---
I I 2 
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1層 10YR2/2（品11品色） 中 中
2周 2.SYS/6（賞制色） ローム閥 強 中

山
山
中
中

t
 

恥
中
強

一てジー－
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ローム函

1肘 !OYR2/3 (IA＼褐色｝
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中
中

締り
1厨 10YR2/3（！品1白色｝ ロム粒子10%吉む 中
2 か•！ 2.SYS/6 （貧相色）ローム附 強

lロ1(1 :40) 

1号竪穴住居祉・士坑 ・ピット実測図
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2号竪穴住居士止 （第12図）

位置： 調査区中央部、世界測地系

X= 7147.25、y= -46881.60に

位置する。主軸方向：不明。 規模・

形状：長軸3.80m、短軸3.77mを測

り、円形を呈する。 覆土： 3分層

される。全体的にロームが含まれ

ていた。 床面・壁 ：堅固な貼床が

ほぼ全域で確認された。壁残高は

13cm～22cmで、傾斜はほぼ垂直に

立ち上がる。 炉 ：炉は検出されな

かった。また、床面に火焼状況を

示す痕跡も確認できなかった。 柱

穴： 形状から推測するとP2、P

3、P5、P6が住穴ではないか

と思われる。 その他の施設： その

他ピットが3基検出されたが、形

や深さから判断して柱穴とは区別

(1:4) !Ocm 

(1・：3) lOcm 

〈イーI
第10図 l号竪穴住居祉出土土器 ・石器実測図

した。遺物：土器は縄文土器片が僅かに出土しただけで、形になるものはなかった。石器は黒曜石製の

削器？②、打製石斧③，④は覆土から、 凹石⑤は床面直上から出土した。時期：縄文時代中期と推測する。

亡〉

く二二〉

く二〉 (1: 3）③～⑤ lOcm 

第11図 2号竪穴住居士止出土石器実測図
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2 土坑 ・ピット （第13、14図）

土坑13基、ピット4基が検出された（直径90cm以上のものを土坑、以下ものをピットとした）。土坑

は調査区の北東側に検出された。出土遺物は少なく、ほとんどが縄文時代中期の土器片である。3号土

坑から土製円盤国が出土し、 9号土坑からは口縁部に押引沈線で施文された浅鉢（2）、 10号土坑からは

土偶固と磨製石斧⑥が出土した。詳細は土坑一覧表（第3表） ・ピット一覧表（第4表）を参照されたい。

1号土坑 2号土坑 3号土坑

A. 

A’ [( 0 
A 

4 

一’A 717.6m A 

＼ ノ I －ー／ )3J 

....... 2 ＿＿／~ 

5 

A 717.7m A 

ミヰギ／
6 

円。A 

A 

A 

4号土坑

A 717.9m A 

A 717.6m A’ A 717.8m A 

ビザ
ザロプムロ

7号土坑

A 717.7m A 

A 717.9m A A 717.9m A て孟瓦子プ

~ (1:40) 1η1 

第13図 土坑実測図
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規模（cm)
No. 平面形 断面形 覆 土 出土遺物 備考
長 短 深 締り 粘性

l庖 10YR2/3 （黒褐色）土器片含む 強 中
2周 2.5Y5/6 （黄褐色）黒色土10%含む Iや 中

1 127 115 66 円形 台形
3周 10YR2/3 （黒褐色）ローム20%含む lや 中
4府 2.5Y4/4 （オリープ褐色）ローム20%含む 中
5厨 10YR2/2 （黒褐色）ローム5%含む 日虫
6周 2.5Y5/6 （貧褐色）ローム層 t干： 強

1）習 10YR2/3 （黒褐色） ローム10%含む 中 中

2 121 107 25 円形 浅い半円
2府 2.5Y4/4 （オリープ縄色） 中 中
3府 10YR4/3 （オリーブ褐色） 中 5虫
4府 2.5Y5/6（黄褐色） ローム周 中 5虫

1府 10YR2/3 （黒褐色） ローム10%含む 日虫 中
2屑 10YR2/3 （黒褐色）ローム20%含む 中 ~：r 

3 126 112 31 円形 浅い半円 3］習 2.5Y3/3 （黄褐色）黒色土10%含む 中 中 土製内鍛回
4府 2.5Y3/3 （陪オリープ褐色）ローム30%含む fj~ 中
5府 2.5Y5/6 （黄褐色）ローム府 中

l府 10YR2/3 （黒褐色） ローム10%含む 中 中
4 130 115 29 円形 浅い半円 2居 2.5Y3/3 (II音オリープ褐色）ローム30%含む 中

3屑 2.5Y5/6 （黄褐色）ローム府 中 日虫

1庖 10YR2/3 （黒褐色） ローム10%含む 中
5 137 65 29 不整形 台形 2層 2.5Y3/3 （陪オリーブ褐色）ローム30%含む 中 中

3層 2.5Y5/6 （黄褐色） ローム周 中 強

I居 10YR2/3 （黒褐色） ローム10%含む 中 中

6 130 105 13 桁円形 不~J~
2層 2.5Y3/3 （暗オリーブ褐色）ローム30%含む ~］ 中
3層 10YR2/3 （黒褐色）ローム20%含む 中 日虫
4厨 2.5Y5/6 （黄褐色）ローム屑 中 強

l居 10YR2/3 （黒褐色） ローム10%含む 中 中
7 145 101 41 不整形 不整形 2周 2.5Y3/3 （暗オリープ褐色）ローム30%含む I下 中

3層 2.5Y5/6 （黄褐色）ローム周 lや 号車

l府 10YR2/3 （黒褐色） ローム10%含む lや 中

8 127 110 38 円形 台形
2］習 10YR2/3 （黒褐色）ローム粒子10%含む 中
3問 2.5Y3/3 (I暗オリープ褐色）ローム30%含む 中
4］百 2.5Y5/6 （黄褐色）ローム層 日虫

9 109 85 24 楕円形 台形
1府 10YR2/3 （黒褐色） ローム10%含む 中 中

浅鉢2
2］習 2.5Y5/6 （黄褐色）ローム層 中 強

1府 10YR3/2 （黒褐色） ローム粒子1%含む 中 中
土例図

10 122 110 42 円形 浅い半円 2陪 10YR4/2 （灰黄褐色） ローム50%含む 中 中
磨製石斧⑥

3屑 2.5Y5/6 （黄褐色）ローム府 中 中

l府 10YR4/2 （灰黄褐色）ローム粒子10%含む 中 l事

138 104 26 楕円形 不整形
2間 10YR2/2 （黒褐色）ローム1%含む 中

11 
3間 10YR4/2 （灰黄褐色）ローム50%含む 中 中
4府 2.5Y5/6 （黄褐色）ローム！罰 中 中

l屑 10YR2/3 （黒褐色）ローム1%含む 中 中
12 95 73 22 楕円形 浅い半円 2周 10YR2/3 （黒褐色） ローム10%含む 中

3周 2.5Y5/6 （貧褐色）ローム府 中 中

1居 10YR2/3 （黒褐色）ローム粒子1%含む 中

13 107 23 不整形 不lllil彩
2層 2.5Y3/3 （暗オリープ褐色）ローム50%以上含む 強 司コ

集石あり85 
3厨 10YR3/3 (II音褐色）ローム粒子10%含む 中 中

4層 2.5Y5/6 （黄褐色）ローム居 中 中

第3表土坑一覧表

No. 
規模（cm)

平面形 断面形 覆 土 出土遺物 備考
長 短 深 締り 粘性

1層 2.5Y3/3 （暗オリープ褐色）ローム30%含む 中 中

1 55 49 30 円形 A口＂fク< 2層 10YR4/3 （オリープ褐色） ローム20%含む 中 中

3居 2.5Y5/6 （黄褐色）ローム層 中 日金

2 58 37 20 楕円形 不整形
1庖 10YR2/3 （黒褐色） ローム粒子1%含む 5虫 中

2居 2.5Y5/6 （黄褐色）ローム層 中 中

l層 10YR2/3 （黒褐色） ローム粒子1%含む 中 中
3 86 74 17 円形 台形 2庖 10YR2/3 （黒褐色）ローム粒子10%含む 中 中

3層 2.5Y5/6 （黄褐色）ローム厨 中 中

4 57 40 (76) 楕円形 U字形
l層 2.5Y4/3 （オリーブ褐色） ローム30%含む 中 中 底部が袋状

2層 2.5Y5/6 （黄褐色）ローム居 中 中 に広がる

第4表 ピット一覧表

ゥ，
市

i



一⑪－
5cm 

回

C二コ
(I :3）⑥、 IOcm 

第15図 土坑出土土器・土製品 ・石器実測図

3 遺構外出土遺物（第16～20図）

今回の調査では、調査区北東隅と東側の遺物包含層（V層）から縄文時代の土器片が大量に出土した。

特に北東隅では多く出土し、遺構の可能性も考えられたが、その痕跡はみられなかったため、低地に土

器を破棄したものと推測した。

出土した土器片の主体は縄文時代中期で、前葉から後葉にかけてのものが多く出土した。復元できた

土器は縄文時代中期前葉（3）と後葉（4～9）のものであった。13トレンチから出土した深鉢（3)

は胎土に少量の黒曜石を含み、最大のものは直径が約4mmあった。意図的な混入ではなく、成形の際、

胎土に黒曜石片が混ざり込んだものと推測する。また、北東隅から出土した縄文土器（4）は、胴部に

唐草文を施した縄文時代中期後葉の土器だが、形状及び文様が当町出土の土器としては大変珍しく、胎

土も異質である。この形状は、天竜川沿線でもあまりみられないタイプではないかと推察する。石器は

石鉱⑬、石錐⑧、打製石斧⑨～⑪、⑮⑮、石匙⑫などが出土した。

第16図遺構外出土土器実測図 (1)
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第17図遺構外出土土器実測図（2) 
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第18図遺構外出土石器実測図 (1)
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第四図 遺構外出土石器実測図 （2) 

法量
残存No. 検出箇所 種別 ＊~科！
度
成形 側蜂 特徴（文様） 色調 胎土 焼成 備考

口径成形線高

胴中上位でくびれるキャ

l号住 純文土器 深鉢 <41.2> (21.5) 5 輸mみ 内面一ナデ リパ 形. f(•j 円形の隆 llf 7.5YR4/4 
怒E土砂粒含む 良好 底部欠Iii

で区画し‘その両脇に押引 （褐色）
沈線を施す．

2 9号土坑 純文土問 ？主主主 (35.6) (12.4) 10 輸！I！み 内面ーナデ
口縁部にjiff引はし線で施文． 5YR5/6 

砂粒含む 良好 底部欠In
胴部は無文． (!VI赤褐色）

口縁から胴部にすぽまり

泣梢外
ながら垂下． 桁円形の｜在

10YR8/6 長石・雲母・砂
底部欠Iii

3 (13トレンチ） 純文土間 深鉢 <13 0> (21.8) 50 給wみ 内面ナデ ltfで区画し、その両脇にjlfl
（世俗色） 粒.).11R世石含む

良好 黒曜石は
ij［目；線を施す．胸部は斜 bi大直径4mmあり
沈線．

」

胴中上位でくびれるキャ
リバー形．口紋部内外に

4 純文土問； 深鉢 29.8 9.2 36.4 80 輪的み 内面ナデ
波状文やで刺突文で文様 lOYRB/6 Iψ前一合む 良好
を施す。胴古IIは／,¥f1［！文を （誠治色）
施文し、そのIll!を垂下する
沈事i1で充填する．

一 胴剖lから底部にすぽまり
ながら垂下する．地文は

2.5YR5/8 長石・ '.1.lほ・
5 純文土問 深鉢 (17.4) 40 輪秘み 内而ーナデ LR制文で、一定｜！日陥をお

（明赤褐色） 砂粒含む
良好

いて蛇行沈線を垂下させ
る．

」

胴中上位でくびれるキャ
（北京削） リパ 形．頭部は降初で

純文土器 小型i深鉢 (11.5) (4.9) 17.2 35 輪fi1み 内而ナデ 村1門］停を作り、 問機の険椛
5YR5/6 長石 '.1.lv; 

良好 胴自｜；のみ6 
文で胴部を四区画に分け （明赤褐色） 石英・砂粒含む
る．その llil を隆ll~ と i:t線
で充Jj'jする．

ト一一一
口縁部は無文でラッパ状

7 純文土器 I架鉢 25.3 (22.0) 50 輸政み 内面ナデ
に広がる巳 2Ji部にメガネ 5YR6/6 

砂粒含む 良好
状の峰神をliffiし、内部を垂 （怪色）
下する世；線で埋める．

」

胴部が膨らみ底部ですぽ
まるキャリバー型．蛇行

7.5YR6/4 長石雲母
8 制文土探 深針 8.6 (23.5) 30 輸縦み 内而ーナデ i:t線を縦と繍に施文.j由 （にぷい燈色） 石英・砂粒含む

良好 底部欠m
文はRL純文を施すが／＇，！粍
している．

一 口縁部欠ILl
9 ｛その他） 純文土器日

ミニチュア
3.5 (2.7) 80 輸mみ 沈線で施文．

7.5YR4/3 
~母・小磯含む 良好

土器i （褐色） 内面すす付祈

第5表 出土土器観察表

iii量
1Xu 検Iii悩所 百号極 色制 胎土 焼成 ｛柑 張, 

長さ 幅 ！＇｝.さ 盟主

1 3月土坑 土製円盤 3.45 3.1 0.85 11 2.5YR3/6 （暗赤禍色） 長石含む 良好 Y字沈線を施文

左手 ・胴部右足のみ．乳房と思われる突起が2つあり、へ

2 10号土坑 土偶 (7.3) (3.5) (2.5) (40) 
内面一7.5YR4/4（柑色） 長石 ・'}1母 国石英 ・砂粒

良好
そは刺突文で表現．服部は欠如しているが膨らみを帯び、妊

外面－7.5YR3/2（黒柑色） 合む 婦と思われる．凶l部中火に欠如部分がみられるので、先端部
があると辺、われる．

第6表 出土土製品観察表
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Na 検出筒所 穏種 材質 長さ 幡 厚吉 盟主 備 考

l号住 石匙 砂岩 7.9 (7.8) (2.05) (!JO) 

2 自rJ総？ 黒曜石 (3.3) 2.2 (0.75) (5.9) 先端のみ未完成形

3 打製石斧 砂岩 I 1.5 5.7 2.95 210 短llllJ陪完形

一 2号｛土
4 打製石斧 砂岩 94 5.5 1.5 JOO i費j居先形片而に一郎自然面を残す

一5 凹石 安山岩 8.5 6.4 3.2 210 完j官

6 10号土坑 磨製石斧 緑泥岩 (2.0) 52 (3.1) (490) 短llllM

7 (6トレンチ） 畢1）片石＊~ m＂世石 3.0 1.2 0.65 1.9 完形

8 石錐 i.I.¥附i石 3.5 1.2 0.85 1.2 完形断而三角形

一9 遺構外 打製石斧 緑泥石？ (9.8) (4.3) 0.9 (40) 短冊型 lU而は澗整泌なし 先端欠!U

一10 打製石斧 約ilt石 (12.6) (5.3) (3.25) (270) 

一11 
（北京間） 打製石斧 粘舷岩 (12.1) (4.1) 2.0 (130) 煩｜旧形先j陪

一12 石匙 砂·~ 10.8 7.3 1.25 101 完Jf)i
6・..・．．．．．．．．．，．．．．．． ．．． ．．．． ．．．．

13 石倣 m蹴石 2.2 11 0.35 0.5 無茎凹基完Jf)i
(2トレンチ束）

14 剥片石器 照時i石 4.0 l 2 0.65 2.0 完形
目‘a 目“圃晶a‘ー“－ ...... 

15 石錐。 J品目酷石 (2.4) 0.5 0.25 (0.2) 未完成形と思われる

16 「＇jrf総？ );(¥B1iJ石 (2.6) 2 1 (0.4) (2.2) 未完成形

一I 7 揖保？ 黒蝋石 (2.3) 2.1 0.6 (3.7) 

一 （その他）
18 加｜片石器 県蹴石 5.3 1.6 0.55 5.5 先j陪 剃片の側紋［制使用痕あり

一19 打盟石斧 粘板岩 12.2 4.5 1.75 110 短11111居完形片而に自然荷を残し一部飽きあり

一20 打割石斧 緑泥変是J 12.9 4.3 1.8 130 短1111形完形

第7表出土石器観察表
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第4章総括

今回の発掘調査は、広範囲に及ぶ遺跡の一部という事もあり、遺跡全体の様相を明らかにする事はで

きなかった。また、不勉強のため、調査及び整理作業について十分なものとは言えず、本報告書の編集

においても不十分な点は了承されたい。しかし、 l次調査からの結果も踏まえて、遺跡の性格の一端を

解明する事ができた事は大きな成果であったと言える。と乙では検出した遺構と出土遺物について若干

の所見を付け加え総括としたい。

今回の調査箇所は、 l～3次調査が行われた段正の突端部から約160m西側にあり、境界線が暖昧な遺

跡の西部に位置している。集落の中心は、以前調査が行われた段丘突端部であると思われるため、今回

の調査地では遺構・遺物共にあまり検出されないのではないかとも考えられたが、調査の結果、竪穴住

居杜2軒、土坑13基、ピット4基が検出され、遺物も多く出土した。

今回検出された2軒の竪穴住居祉は、形状や大きさに違いはあるものの、炉及び

い点で共通している 0 2号竪穴住居壮の詳細な使用時期が不明なため、 2つの住居吐の関係性は不明だ

が、 1～3次調査において遺跡の東部ではほとんど検出されなかった「炉のない住居牡Jが当該地で2

軒検出された事は興味深い。

土坑は13基検出され、円形で形状の整った土坑が多く検出された。この中で特出する土坑は10号土坑

である。乙の土坑の覆土からは、破損した土偶と磨製石斧が出土し、他の土坑と比べて比較的遺物の出

土量が多かった。あるいは墓のような性質を帯びた土坑の可能性も考えられるが、推測の域を出ない。

遺物は、調査区北東隅の遺物包含層（V層）から大量に出土したが、遺構の痕跡はないため、窪みの

ある低地に遺物を破棄したものと判断した。ここで出土した土器片は、縄文時代中期初頭から後葉まで

比較的長い時期にわたるが、復元できた土器はほとんど後葉のものであった。石器の出土も多く、石錐

や打製石斧等が出土している。この地点で出土した遺物が全体の7割を占め、遺構内から出土した遺物

は少なかった。

また、町道115号線の西側の保育園駐車場造成工事の立会調査では、耕土直下にローム層が堆積してい

るのが確認できた。そのため、それより西には遺構がないものと考えられ、遺跡の境界が不明確だ、った

丸山遺跡西部においては、町道115号線が概ね境界線であると考えられる。今回の調査により、丸山遺跡

は段丘先端の西230m付近まで及んでいることが確認された。それに比べて、丸山遺跡から沢地を挟ん

だ北側の蕗原神社上遺跡からはあまり遺構・遺物が出土しないことを考察すると、旧桑沢川は丸山遺跡

北側の沢地を流れ、丸山遺跡にくらした人々はこの水も利用していたのかもしれない。

以上、調査の成果も踏まえながら各遺構・遺物に対する推測を述べた。本遺跡は箕輪町の歴史を考え

る上でも重要な遺跡である事は間違いないが、今回調査した箇所は遺跡の一部であり、全容を解明する

ためには更なる調査が必要と思われる。
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本書の末筆にあたり、調査の成果が郷土の歴史と文化を解明する上で有意義に活用され、より多くの

人に文化財保護に関心を持っていただければ幸いである。調査の進行と本書の作成にあたり、ご支援ご

協力をいただいた沢保育園の関係者の皆様、沢区の皆様、暑い中作業にあたって頂いた作業員の皆様、

そして調査にご協力いただいた全ての皆様に厚く御礼申し上げます。

参考・引用文献（著者名50音順）

小林達夫編

小林達夫編

鈴木道之助

鳥居龍蔵

松島信幸

伊那市教育委員会・上伊那地方事務所

長野県史刊行会

箕輪町誌編纂刊行委員会

箕輪町誌編纂刊行委員会

箕輪町教育委員会

箕輪町教育委員会

箕輪町教育委員会

箕輪町教育委員会

箕輪町教育委員会

箕輪町教育委員会

1988『縄文土器大観2 や期 I』 小学館

1988『縄文土器大観2・中期E』 小学館

1981『図録石器の基礎知識E 縄文』 柏書房

1926『先史及原始時代の上伊那』

1995『伊那谷の造地形史伊那谷の活断層と第四期地質』

1992『小黒南原・伊勢並遺跡』

1988『長野県史』考古資料編全l巻（4）遺構・遺物編

1976『箕輪町誌』第l巻 自然・現代編

1986『箕輪町誌』第2巻歴史編

1990『丸山遺跡』

1994『丸山遺跡』（第2次）

1994『丸山遺跡』（第3次）

2009『上の林遺跡』（第7次）

2010『一の宮遺跡』

1997『箕輪町遺跡詳細分布調査報告書』

-25一



調査前（南から）

作業風景

1号竪穴住居祉（上空から）
※左側が北

2号竪穴住居祉（上空から）
※左側が北

図

版

1

軍機による剃り下げ

北東隅土掃出土状況

（南から）



図
版

2

1号土坑（南から）

認識~；手会宅事翠仁子望号可~：；~：：：；雰；ーと『日：‘
f；号c9・ ＂~＇ C、目 白三一E必－・：＿， ・4 ‘Y..:・・・・ 主主＇J＿，＿九 .·，~－ ＂.＂•雪、可抗且崎、、：~.·~···＇ • • ・.屯J
一一－./ ;:;_ .九ず伊許試；：~'.i-.：・；・日，・＇.

~X' ＇~；－~／：均二三Jし 刊誌も~－...... ~ 
γザ：一吋：::i¥・' 実‘冶 、 下＇＂＇~rt\
t手 チ芦＇ll＇＇弓・・i. ..；‘t －~· " ごb

..二~；；：.，. ’J 宅I悲砲 十－~ ＇、 申二、＂，，，，.;・ 

r~~~·~り， ぷ···~'fi;,脅さ
，ヰ ， 、‘J‘..... 戸注目 ，.，，一司民

.，：.主：..' ' .j;二~:, • 
軍、 . ,r 

、旬、
岡国

.m盟問魁E
lO号土坑（南から）

1号ピッ ト

箕輪北小学校3年生見学

3号上坑（南から）

13号土坑集石 （北から）

4号ピッ ト （東から）

発掘調査団の皆さん



図
版

3

6 

4 9 

1 5 

7 



図
版

4

~ ＇~ ，® ~®＇® 
⑮ ⑫ 

8 

⑮ 

③ ⑩ ⑪⑮⑩  

回

土器片

⑫ 

⑥ 

回



ふりがな

書 名

i!J 書 名

巻 次

シリーズ名

シリーズ番号

著 者 名

編集機関

所 在 地

発行年月日

ふりがな

所収遺跡名

丸まる や山ま 遺い せ跡き

所収遺跡名

丸山遺跡

要 約

報

まるやまいせき

丸山遺跡

左E二
口 書 抄録

平成28年度沢保育園建設事業に伴う埋蔵文化財第五次緊急発掘調査報告書

柴秀毅 井津はずき

箕輪町教育委員会

長野県上伊那郡箕輪町大宇中箕輪10,291番地 （代） Te10265 -79-3111 

2017年3月22日

ふりがな コード 北緯 東経 調査面積

所在地 市町村 遺跡番号
。，／／ 。，，， 調査期間

(rrl) 
調査原因

ながのけんかみいなぐん
長野県上伊那郡 20383 10 35° 137° 2016.4.27 2800 保育園
み箕の輪わま町ちお大お字あざ 56ノ 58' ～ 建設事業

中なか箕みの輪わ1891番地 04" 50＇” 2017.3.22 

他

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

集落牡 縄文時代 住居祉 2軒 縄文土器、土製品、 縄文時代中期の住

土坑 13基 石器 居祉

ピット 4基

住居牡2軒と、土坑13基、ピット4基を検出した。 2軒とも炉のない住居牡で、出土

遺物から縄文時代中期のものと推測される。土坑からは縄文時代中期の遺物が多く

出土し、 10号土坑からは土偶が出土した。また、調査区北東隅からは大量の遺物が出

土した。

丸山遺跡
平成28年度沢保育園建設事業に伴う

埋蔵文佑財第五次緊急発掘調査報告書

平成29年3月発行

編集・発行箕輪町教育委員会

印 刷龍共印刷株式会社



， 

畠

曹

戸 L
「日

， ，同. ， 

t' 

,jl 

、在 ， 
• 

／ 

ー’F

， 

〆
‘ 


